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１．はじめに 

 都市交通で起こり得る様々な現象に対し解決策

を考えるには車の流れを把握することが重要となる．

また信号や交差点があり，道路は常に状態が変化

する．このような交通流シミュレーションは，マクロシ

ミュレーションとミクロシミュレーションに分かれる[1]．

マクロシミュレーションは流体モデル等がある．一

方ミクロモデルとしてマルチエージェントを用いて

交通状態を視覚化し車の流れを再現する方法[1,2]

とセルオートマトンを用いる方法[3,4]がある．本研究

はマルチエージェントを用いた簡易シミュレータの

モデルを試作し，簡易シミュレーションを行う． 

 

２．マルチエージェントシステム 

 エージェントとは，自律的に動作する主体である．

またエージェントは自分で周囲の環境，情報を得

て状況に応じてそれ自体で局所的に判断したり，

計算，通信や制御を実行する自律的ソフトウェア，

等を言う．複数個のエージェントが協調動作するシ

ステムをマルチエージェントシステムと言う． 

 

３．簡易交通流シミュレータの設計と実装 

 信号を導入したモデル開発の第一歩として，基

本要素の試作を行った．また交通流シミュレータを

ユーザに気軽に使用してもらうため，javaアプレット

形式でプログラムを作成した． 

 

４．簡易交通流シミュレータの実行例 

本研究で試作した簡易交通シミュレータのエー

ジェントは Fig.1 のように直線道路上を移動し，信

号が赤の場合は停止する．目前にエージェントが

いる場合は停止する．信号は例えば 10 ステップ毎

に赤から青へ，または青から赤へ変化する．またエ

ージェントが最終地点にたどりついたとき，Ｆｉｇ．２

のようにエージェントの動作が停止し次々にエージ

ェントが溜まる． 

 

５．考察 

交通流を模擬するために各エージェントが移動

し，信号が変化する事により停止させるシミュレー

タの基本部分を試作できた．ただ現在のシステム

ではエージェントが状況を判断し，道路を右折，左

折をする段階まで行っていない． 

一定のエージェントが道路を曲がることを実現で

きれば，交差点で生じる停滞を模擬できる．また道

路巾等の変化に対してエージェントの動作の変化

が視覚化できる．エージェント同士が干渉し，交通

渋滞等が起こる状況を監視できるシミュレータを検

討している． 

 
Ｆｉｇ．1簡易交通流シミュレータ 

 

 
Ｆｉｇ．2簡易交通流シミュレータ動作終了時 

６．おわりに 

 信号の概念を取りこんだ交通流シミュレータの試

作をしたが，まだ実用向けではない．今後は大きな

地図空間のモデルを構築して検証を行う予定であ

る． 
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